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83)Diphenylhydantoin により溶血 性 貧 血 お

よび赤芽球癖 を呈 した破裂脳動脈癖 の 1例

藤本 剛士 ･青木
河野 充実 ･本道 洋酎 志娼 霜 鯛 院 )

武島 稔 ( 同 血液内科 )

今回.我 々は diphenylhydantoin(DPH)によ り

溶血性貧血および赤芽球額 を呈 した 1例を経験したので,

文献的考察を加え報告する.

症例は62才一,女性.平成11年10円26日くも膜下出血の

ため入院.翌 日左破裂中大脳動脈癖に対 し根治術を施行.

第 8病 日に脳血管壁鯖による失語 ･右片麻痔が出現 した

ため直ちに血管撮影を行い,塩酸パパベ リンを動注した.

動注終了直後に全身疫撃が出現 したため ,同 日よ り

DPH投 与を開始 した (200mg/E:日 .翌 E]の血液検査

では赤血球 348万.Hbll.2g/dlであ-:,た.投与30日

目に血色素尿を,36日日に赤血球 ま34万,Hb4.2g/dl

と著明な貧血 を認めた.LDH 高値 で ,その分 画 は

LDH吊 が優位,Coomb'S試験 は直接 F間接 とも陰

悼,haptoglobin低値.尿中 helmglobin陽性 骨髄

穿刺所見では赤芽球の消失を認めた.DPH による溶血

性貧血および赤芽球癖 と診断 し,直 ちに DPH 投与 を

中止 した.その後,輸血 と haptoglobinの投与で鷺血

は徐々に改善 し,12月26日元気に退院した.

84)多発脳 動脈癖 を合 併 した特発性 肥 厚 性 硬 膜

炎の 1例
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症例は,68歳の男性,3年前に副鼻腔炎の手術 を受け

た.複視,左顔面のしびれ,曝気,噛吐認め来院.左顔

面の感覚障害,左外転神経麻痔,左 に強い難聴,左咽頭

反射低下 を認めた,血液学的に特記すべ き異常 な し.

CT,MRIで左小脳テ ン トか ら錐体骨後顧の硬膜が厚

いところで 1cm と著明に肥厚 してお り,増強効果 を示

した.脳血管造影では,左 S状静脈洞の閉塞を認めた.

また,計5個の脳動脈癌 を認めた.Retrosignu)idapI

pyoaChにて開頭すると小脳橋角部の くも膜はやや白濁

してお り,硬膜および小脳テン トは著 しく肥厚 してお り

それぞれ生検 した.病理組織 は,厚い fibroustissue

lomaの形成がみられた 以上 より,特発性肥厚性硬膜

511

炎と診断 し.ステロイドによる治療 を行ったところ,症

状は改脅 した.肥厚性硬膜炎は,自己免疫疾患 との関連

は副鼻腔炎 との合併が報告 されている.脳動腺癌 との合

併の報告は凝初 と思われる.

85)肺動静脈境 を有 し8年 の経 過 で 脳 膜 痔 の 再

発を来した 1例
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症例 :52歳,男性.既往歴 :昭和40年に右肺動静脱健

の診断で下葉切除が,平成 3年に右小脳腺癌の診断で摘

出術が行われた,家族歴 :Rendu-OsieT…Weber病

の所見はなかった.現病歴 :平成11年10月ま6日右上下肢

の脱力 ･しびれ,口もつれで発症 し救急搬送 された.

硯症 :多血症 と低酸素血症を里 していたが 自覚的な呼

吸苦の訴えはなかった.経過 :CT,MR王で左頭頂部に

リング状に増強される最大径25mm の 占拠性病変があ

り保存的治療 を開始 したが腺癌が最大径40mm と増大

したため11月2日膿藤 ドレナ-ジ術 を施行 した.腺癌 は

縮か したが残存腺癌塊がてんかんの焦点になる可能性 も

考えられ11月11日腺癌摘出術 を施行 した,自験例は脳鹿

癌の再発例であ り既往に右肺動静脈塵があるため胸部の

精査を行ったところ残存右下葉に肺動静娩療が認められ

た.これが脳腺癌の再発の原因と考えられ12月 1日肺動

静脆療塞栓術 を施行 した.塞栓術後は胸部痛,呼吸困難

などなく経過 し,また多血症,低酸素血症 とも改善 し12

月11日独歩退院 した.

86)激 しい頭 痛 で発 症 し,ス テ ロ イ ドが 有 効 で

あ っ た 限 局 性 脳 血 管 炎 (is()lated CNS

angitis)の---例

荒井 祥一 ･鯛 隆一 (詔 震菟梁会泉病院 )

isolatedCNSangitisは脳血管系を_･日 本に侵す極

めて稀な炎症性疾患である.その病態や病因は未だ明 ら

かでな く,数年の間に致死的経過に至ることがこれ まで

報苦 されていた.しか し近年.本疾患の中にステロ イド

が著勤 し良好な経過をとる症例の報告 も散見されている,

今回我々は激 しい頭痛で発症 しステロイ ドが有効であっ

た isolatcdUNSangit､isの .一例を経験 Lたので報吉


